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当院の救急医療の取り組みにつしヽて

救急センター統括部長 井上 雅浩

日頃から当院の救急診療に御協力いただき有り難うございます。

当院の救急センターは、救急外来 ロオーバーナイト8床・HCUll床
からなり、二次救急病院として対応しています。

救急外来患者数は平均約63人/日、救急車搬入数Iよ9.8台 /日、救急車

収容率は約38%で した。特に脳神経外科疾患t緊急カテーテル検査を
必要とする循環器疾患は極力受け入れております。
.医
療体制については、平日日申は各科オンコール体制で行い、休

日中夜間帯の診療は内科系 1名 、外科系 1名 t産婦人科■名の当番制
で対応しています1小児科は医師会の先生方の支援を仰ぎながら西毛
地区輪番制の中での対応となつております:当該診療科以外で専門的
治療を必要とする場合には、オンコ■ルにより対応しています。耳鼻

科、眼科、皮膚科、心療内科など入院棟に常時医師めいなしヽ科の専間

的対応はできなし―`状況です。  :
1救急診療以外の取リー組みとしては救急隊との連携活動

.(オンライン

での指示t事後検証:など)、 院内外に対‐するICLSなどの普及活動t災
書凛1点病
‐
院と||1筆晴などを|つでお

'議

|す
:‐ |‐ |‐■‐■ ‐‐  |

課題としては1‐ 1摩師会の元
=方
にも大‐変‐お1世話になうております小

児黎魯―の間諄■ERネタッ|フの確保、人眸尋者|1亭1齢Ⅲ■伴うな時亭数
の長期ィヒ:病床満本時の対応tいつ起‐|るかわ―力ヽらない本書時医療対
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す:今後ともよるしく―‐お

―願ぃしヽたします: ‐| ■ |‐ |:  ■‐ ‐‐



賤⑮迪鍼了――鰊ヲ脩贄
■ 救急センター看護師長 千本良 直子

当院の救急センターは、月約2,000人

の救急患者と月約300件の救急搬送を

受け入れています。緊急内視鏡検査

と心臓カテーテル検査は24時間体lll

で対応しています。

看護師iよ、救急認定看護師を中心に救急医療と看護のスキルアップに

努めています。その一環として地域連携の強化を目的に、今年度より藤
岡消防署にご協力していただき、看護師の救急車同乗実習を開始致しま

した。救急救命士の活動を目のあたりにすることで、改めて病院前救護
の難しさや苦労を実感しています。
昨今の救急医療の現場では、軽症者の救急外未受診 (コ ンビニ化)や

警曇壽
‐
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‐
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れには地域1医療に関|ゎる皆様のご協力なしにiま成り立ちません:日 ごろ
お世話1にならでいる皆様1芳に感謝するとと

―もに、今後ともようしくお願
し`1申|し上げ|ますょ 

―
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西毛地区輪番病院群で小児科医の欠員が発

生したため、 11月 より当院で対応していた
西毛ブロック輪番日、第 2日 第3,第 4木曜
日の診療ができない事となりました。

また、時間外診療として土曜日の午前中と

輪番日以外の日の 19時までの紹介・救急車
の受け入れを従来行なつておりましたが、対

応できなくなりました。

周産期新生児の紹介受け入れについても対

応できなくなりました。
ご迷惑をおかけいたしますがご理解とご協

力をお願い致します。

西毛地区プロック輪番日

1 第 1月曜日

2 第 1本曜日

3 第 2日 曜 日

4 第 2木曜 日  *

5 第 3木曜日  *

6 第 4日 曜 日

7 第 4木曜日  *

8 第 5日 曜 日

9 第 5月 曜 日

10 第 5木曜日

*11月 から診療がなくなる国
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10日 (月)第 8回藤岡ICLSコ■ス 【附属外来センタニ】
[医療従事者

―
のための蘇生トレ■■ングコ■ス]


